
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒田市 



 

 

目 次 

 

 

１ 酒田市環境保全実行計画の概要 ……………………………… 1 

２ 市の事務事業に伴い排出される温室効果ガスの量 ………… 3 

３ 平成 20年度燃料使用量等調査結果…………………………… 6 

（温室効果ガス排出量算定の基礎データ） 

４ 使用量等の実績評価 …………………………………………… 7 

（１） 電気使用量 

（２） 灯油使用量 

（３） Ａ重油（船舶を除く）使用量 

（４） 都市ガス使用量 

（５） ＬＰＧ使用量 

（６） 公用車のガソリン使用量 

（７） 公用車の軽油使用量 

（８） 市の施設のコピー用紙使用量 

（９） 市の施設の水道使用量 

５ グリーン購入の評価基準……………………………………… 19 

 

資 料 

Ⅰ 酒田市環境保全実行計画対象施設一覧……………………………  22 

 



 

 1 

１ 酒田市環境保全実行計画の概要 

 

＜計画の趣旨＞ 

近年の深刻な環境問題を解決するためには、技術的な対応だけでなく、市民、事業者、行政と

いったすべての主体が自主的・積極的に環境保全に向けた行動を推進することが必要です。本市

は、行政の主体であるとともに、地域の一事業者・一消費者として環境に負荷を与える活動を行

っていることから、事務の執行や市所有施設の整備等に際しても、自ら環境への負荷の低減に努

めなければなりません。 

このため、「酒田市環境保全実行計画」を策定、実践することにより、本市における環境保全に

向けたより具体的かつ計画的な取り組みの一層の推進を図るものです。 

また、本計画は「地球温暖化対策の推進に関する法律（改正  平成 17 年 8 月 10 日法律第 93

号）」第 21条第 1項に係る「実行計画」に定めるべき措置の内容及び「国等による環境物品等の

調達の推進等に関する法律（改正  平成 15年 7月 16日法律第 119号）」第 10条に基づく環境物

品等の調達の推進に係る事項を盛り込んだ内容としています。 

＜計画の期間＞ 

 平成 18年度から平成 22年度までの 5年間（基準年は平成 16年度） 

＜対象施設＞ 

 市の全ての施設及び事務事業活動（ただし、外灯については除く） 

また、一部事務組合については対象外としますが、同様の取り組みをお願いしている 

＜対象とする温室効果ガス＞ 

 二酸化炭素、メタン、一酸化二窒素、ハイドロフルオロカーボンの４つ 

＜グリーン購入＞ 

 具体的な基準や目標を定めたグリーン購入ガイドラインを作成し、年度毎に見直しを行いなが

ら取り組みを行います。 

＜計画の目標＞ 

  市の事務事業全体の目標 

   Ⅰ「市の事務事業における温室効果ガスの排出量を5％削減します。」 

電気の使用量を 5％、燃料（灯油・A重油・ガス）の使用量を 7％、公用車の燃料を 5％、

コピー用紙の使用量を 5％、水道の使用量を 5％削減します。 

Ⅱ「毎年度、グリーン購入ガイドラインを定め、グリーン購入を推進します。」 

また、平成 16 年度における温室効果ガス排出量の調査の結果、施設の種類により使用する

燃料に特色があったことから、市の施設を大きく 3 つの部門（本庁舎などの職員メイン部門、

学校や保育園などの市民メイン部門、クリーンセンターや浄水場などの事業部門）に分け、そ

れぞれに重点目標を定めています。 
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＜具体的な取り組み項目（抜粋）＞ 

Ａ  電気使用量の削減 

    室内照明・エレベーター・電化製品・ＯＡ機器・エアコン等の適正使用、省電力機器の導入 

  Ｂ  燃料（灯油・A重油､ガス）使用量の削減 

    給湯器・ガスコンロ・冷暖房機器・ボイラー・作業機械等の適正使用、 

  Ｃ  公用車の燃料（ガソリン・軽油）使用量の削減 

    公用車の適正（安全）運転、公共交通機関や自転車の利用推進、低公害車の導入 

  Ｄ  水道使用量の削減 

    適正な流水量の調節、施設利用者への啓発、節水機器の導入、漏水の早期発見 

Ｅ  ごみの減量とリサイクルの推進 

    ごみの分別の徹底、消耗品使用量の抑制、職員の各家庭でのごみの減量とリサイクルの推進 

Ｆ  コピー・プリンター用紙使用量の削減 

両面コピーの励行、コピー枚数の抑制、不要コピー用紙の再利用、ミスコピーの防止 

Ｇ  市の施設の敷地内の緑化推進 

Ｈ  研修・教育等の推進 

Ｉ  グリーン購入の推進 

物品等を調達する際には、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律に基づき、環境

負荷の低減を図りながら、環境と調和した持続的発展が可能な循環型社会実現の推進を図りま

す。 

Ｊ  公共事業における取り組み 

   環境負荷低減の推進、省エネルギーの推進、新エネルギーの導入推進、ほか 
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２  市の事務事業に伴い排出される温室効果ガスの量 
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図1 温室効果ガス総排出量の経年変化［ t-CO2 ］ 

平成 20 年度の温室効果ガスの総排出量は、平成 16 年度に比べて 6.4％削減されました。また平成

18年度から平成 20年度の 3年間の温室効果ガス排出量は、平均で 5.6％削減されました。 

総排出量が削減された要因としては、LPG を除く燃料の使用量の削減が挙げられます。また平成 20

年度の酒田の気候概況は、平成 16年度に比べ、夏は涼しく冬は暖かい傾向にあり、職員や施設利用者

の省エネの取り組み効果が燃料使用量の削減につながっています。 

平成 20 年度の電気の使用に伴う温室効果ガス排出量は平成 16 年度に比べて増加していますが、こ

れは平成 20年度における東北電力の温室効果ガス排出係数（※）が平成 16年度に比較して 7％程度大

きくなったことによるもので、使用量は 5.2％削減されたものの、温室効果ガス排出量としては 1.5％

増加する結果となりました。 

平成 22年度までの目標を達成するためには、引き続き電気・灯油・Ａ重油の使用量を抑え、ＬＰＧ

の使用量をいかに削減できるかにかかっています。また、削減ができなかった項目については、今後、

効果的な取り組みを推進していく必要があります。 

20,127 21,570 18,750 19,376 

＋7.2% －6.8% －3.7% 16年度比 

- - - 基準年 

- - - 目標(－5％) 

18,846 

－6.4% 

平成16年度比で平成18～22年度までの5年間の温室効果ガス排出量を平均で ５％ 削減します。 

取組結果 → －６．４％（平成 20年度）、－５．６％（平成 18～20の 3年間平均） 
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※温室効果ガス排出係数について 

電気の使用に係る温室効果ガス排出係数 [kg-CO2 / kWh] については、計画策定時には地球温

暖化対策の推進に関する法律施行令の一般電気事業者の値（0.378）を使用しておりましたが、よ

り正確な評価を行うため、東北電力株式会社が年度毎に公表している値（平成 16年度：0.438、

平成 17年度：0.512、平成 18年度：0.441、平成 19年度：0.473、平成 20年度：0.469）を用い

ています。 

    都市ガスについては平成 18年度に熱量変更が行われた施設については、排出係数[kg-CO2 / m
3]

も従来の 0.95から 2.32に変更しています。 

 

平均気温 平年差 平均気温 平年差
H16 23.3 ＋0.8 2.9 ＋0.5
H17 23.6 ＋1.1 1.5 －0.9
H18 23.0 ＋0.5 4.3 ＋1.9
H19 23.1 ＋0.6 2.6 ＋0.2
H20 22.8 ＋0.3 3.5 ＋1.1

夏（６月～８月） 冬（１２月～２月）

表１ 温室効果ガス排出量年度比較 （平成20年度の単年度評価） 

表2 酒田の気候概況（気象庁ＨＰデータより、単位：℃） 

H16,20

H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 年度比 [ % ]

10,758 12,648 10,248 10,978 10,915 1.5

2,913 2,690 2,482 2,500 2,318 -20.4

1,421 1,309 1,186 1,088 1,085 -23.7

959 996 918 911 761 -20.7

321 315 326 340 336 4.6

軽油 483 486 372 361 309 -36.0

ガソリン 353 333 309 298 298 -15.5

排気ガス等 25 18 19 20 19 -24.2

1,345 1,227 1,312 1,299 1,234 -8.3

1,419 1,390 1,417 1,422 1,410 -0.7

130 158 159 158 163 24.6

20,127 21,570 18,750 19,376 18,846 -6.4 ◎

H20年度
評価

算定事項

電気

温室効果ガス排出量 [ t-CO2 ]

灯油

Ａ重油（船舶を除く）

都市ガス

ＬＰＧ

総排出量

公
用
車

船舶

下水の処理過程

その他

図2 酒田の夏と冬の平均気温 
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（比較のため、平成 20年度までに廃止等のあった施設については各年度の数字から除いています。） 
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＜参考＞電気使用に係る排出係数を平成 16年度の値（0.438）に固定した場合 
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表3 温室効果ガス排出量年度比較（電気の排出係数を固定） 

図3 温室効果ガス総排出量の経年変化［ t-CO2 ］（電気の排出係数を固定） 

平成 16年度以降、総排出量は減尐傾向にあり、特に平成 18年度以降は目標の 5％を削減する水準で

推移しています。平成 18年度から平成 20年度の 3年間の温室効果ガス排出量平均では 8.3％削減され

ています。 

平成20年度はLPGを除く項目で温室効果ガス排出量が削減し、総排出量では10％の削減になります。 

（平成20年度の単年度評価） 

H16,20
H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 年度比 [ % ]

10,758 10,820 10,178 10,166 10,194 -5.2

2,913 2,690 2,482 2,500 2,318 -20.4

1,421 1,309 1,186 1,088 1,085 -23.7

959 996 918 911 761 -20.7

321 315 326 340 336 4.6

軽油 483 486 372 361 309 -36.0

ガソリン 353 333 309 298 298 -15.5

排気ガス等 25 18 19 20 19 -24.2

1,345 1,227 1,312 1,299 1,234 -8.3

1,419 1,390 1,417 1,422 1,410 -0.7

130 158 159 158 163 24.6

20,127 19,742 18,680 18,563 18,124 -10.0 ◎

H20年度
評価

算定事項

電気

温室効果ガス排出量 [ t-CO2 ]

灯油
Ａ重油（船舶を除く）

都市ガス
ＬＰＧ

総排出量

公
用
車

船舶

下水の処理過程

その他

20,127 19,742 18,680 18,563 

- - - 基準年  - - - 目標(－5％) 

－1.9% －7.2% －7.8% 16年度比 －10.0% 

18,124 
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３  平成 20年度燃料使用量等調査結果（温室効果ガス排出量算定の基礎データ） 

 

各課・施設における燃料使用量等を調査した結果は、以下のとおりです。これらのデータをも

とに、市の事務事業に伴い排出される温室効果ガスの量を算出しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位 使用量
kWh 23,273,529

L 930,992

L 400,245

m3 326,757

kg 111,859

軽油 L 117,956

ガソリン L 128,534

カーエアコン 台 112

普通・小型乗用 km 559,013

軽乗用 km 98,303

普通貨物 km 84,942

小型貨物 km 233,680

軽貨物 km 167,297

特殊用途 km 51,321

普通・小型乗用 km 15,795

普通貨物 km 47,978

小型貨物 km 19,118

特殊用途 km 92,763

バス km 576,949

軽油 kL 466

Ａ重油 kL 0.0

m3 10,021,242

人 8,787

m2 3,460

家畜飼養 鶏 羽 43

種別・用途
電気

灯油
A重油（船舶を除く）

浄化槽処理対象人員

水田の耕作面積

船舶の航行

下水処理量

都市ガス
LPG

公用車

ディーゼル車
走行距離

ガソリン車
走行距離

表4 温室効果ガス排出量算定のための基礎データ（平成 20年度） 
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４  使用量等の実績評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次ページからは、市の施設を特性によって利用者の種類が大きく異なるため、3 つの部門に分け

て各使用量について評価をしていきます。3 つの部門とは、職員メイン部門（本庁舎、各総合支所

等）、市民メイン部門（学校、保育園、体育施設等）、事業部門（クリーンセンター、浄水場等）で

す。事業部門につきましては、市民に対するサービスの質や安全性の確保に配慮しながら取り組み

を行っておりますので評価から除いております。 

◎ 平成22年度までの目標を上回っている。 △ このままでは、目標達成にはかなりの努力が必要。 

○ このまま取り組めば、目標達成の可能性が高い。 × このままでは、目標達成の可能性が低い。 

表5 使用量等の削減目標と実績評価 

平成17～20年度の単年度評価（平成18年から平成22年度の達成を目指す目標） 

－5.0 0.6 × -5.4 ◎ -5.5 ◎ -5.2 ◎

灯油 －７.0 -7.7 ◎ -14.8 ◎ -14.2 ◎ -20.4 ◎

Ａ重油 －７.0 -7.9 ◎ -16.5 ◎ -23.4 ◎ -23.7 ◎

都市ガス －７.0 3.9 × -51.6 ◎ -61.2 ◎ -67.6 ◎

ＬＰＧ －７.0 -1.9 △ 1.7 × 6.0 × 4.6 ×

軽油 －5.0 0.7 × -23.0 ◎ -25.1 ◎ -36.0 ◎

ガソリン －5.0 -5.8 ◎ -12.4 ◎ -15.5 ◎ -15.5 ◎

19年度
評価

公用車
の燃料

燃料使
用量

平成18
年度から
平成22
年度まで
目標の
達成を
目指すも
の

電気使用量

項目
対16年度比
目標値[％]

18年度
評価

17年度
評価

17年度
実績[％]

18年度
実績[％]

20年度
実績[％]

20年度
評価

19年度
実績[％]

図4 燃料等使用量の経年変化 

（平成16年度比の単年度評価） 
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（１）電気使用量 
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表6 電気使用量の年度比較 

H16,20

H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 年度比 [ % ]

職員メイン
部門

1,958,085 1,976,065 1,708,440 1,694,566 1,613,158 -17.6 ◎

市民メイン
部門

12,496,476 12,636,607 11,872,155 11,880,051 11,574,765 -7.4 ◎

事業部門 10,106,831 10,091,191 9,657,747 9,635,522 10,085,606 -0.2

施設全体 24,561,392 24,703,863 23,238,342 23,210,139 23,273,529 -5.2 ◎

H20年度
評価施　設

電気使用量 [ kWh ]

図5 電気使用量［ kWh ］の経年変化 

  電気使用量は、施設全体で 5.2％（約 129万ｋWh）減尐しました。 

職員メイン部門では、各総合支所での削減が目立ちました。また施設全体での節電の徹底やクールビ

ズ、ウォームビズ等の取り組みが進み、全体としても減尐しました。事業部門では、浄水課の配水量が

増えたため平成 19年度より電気の使用量が増えましたが、平成 16年度よりは減尐しております。 

今後も照明や OA機器の適正使用など、身近なところから取り組む姿勢が大切です。 

（平成20年度の単年度評価） 

--- 目標(－5％) 

--- 基準年 

平成16年度比で平成18～22年度までの5年間の電気の使用量を平均で ５％ 削減します。 

取組結果 → －５．２％（平成 20年度）、－５．４％（平成 18～20の 3年間平均） 
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（２）灯油使用量 
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表7 灯油使用量の年度比較 

H16,20

H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 年度比[ % ]

職員メイン
部門

27,542 22,157 20,605 21,207 20,340 -26.1 ◎

市民メイン
部門

1,111,071 1,028,693 952,385 953,392 885,376 -20.3 ◎

事業部門 31,635 29,637 23,868 29,506 25,276 -20.1

施設全体 1,170,248 1,080,487 996,858 1,004,105 930,992 -20.4 ◎

H20年度
評価

施　設
灯油使用量 [ Ｌ ]

図6 灯油使用量［ L ］の経年変化 

灯油使用量は、施設全体で20.4％（約24万Ｌ）減尐しました。 

灯油は、ほとんどの施設で削減され、特に使用量の多い学校や農林施設での削減が目立ちました。 

今後ともウォームビズをはじめ、暖房に頼りすぎない環境作りを推進し、低い使用水準を維持してい

くことが大切です。 

（平成20年度の単年度評価） 

--- 目標(－7％) 

--- 基準年 

平成16年度比で平成18～22年度までの5年間の灯油の使用量を平均で ７％ 削減します。 

取組結果 → －２０．４％（平成 20年度）、－１６．５％（平成 18～20の 3年間平均） 
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（３）Ａ重油（船舶を除く）使用量 
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表8 Ａ重油（船舶を除く）使用量年度比較 

H16,20

H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 年度比[ % ]

職員メイン
部門

116,759 110,550 96,486 97,031 64,368 -44.9 ◎

市民メイン
部門

361,283 327,242 276,110 266,090 228,870 -36.7 ◎

事業部門 46,400 45,300 65,175 38,480 107,007 130.6

施設全体 524,442 483,092 437,771 401,601 400,245 -23.7 ◎

H20年度
評価

施　設
Ａ重油使用量 [ L ]

図7 Ａ重油使用量［ L ］の経年変化 

  Ａ重油使用量は、施設全体で23.7％（約12万Ｌ）減尐しました。 

職員メイン部門と市民メイン部門で大きく削減され、特に、各総合支所や学校や農林施設での削減が

目立ちました。事業部門については、特にクリーンセンターでの下水処理の関係で使用量が増えました。 

  今後とも冷暖房に頼り過ぎない職場環境作りを継続することが大切です。 

（平成20年度の単年度評価） 

--- 目標(－7％) 

--- 基準年 

平成16年度比で平成18～22年度までの5年間のＡ重油の使用量を平均で ７％ 削減します。 

取組結果 → －２３．７％（平成 20年度）、－２１．２％（平成 18～20の 3年間平均） 
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（４）都市ガス使用量 
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表9 都市ガス使用量年度比較 

H16,20

H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 年度比[ % ]

職員メイン
部門

35,237 39,899 20,719 16,139 11,545 -67.2 ◎

市民メイン
部門

960,224 995,031 461,892 370,877 311,644 -67.5 ◎

事業部門 12,527 11,956 5,628 4,203 3,568 -71.5

施設全体 1,007,988 1,046,886 488,239 391,219 326,757 -67.6 ◎

H20年度
評価

施　設
都市ガス使用量 [ ｍ３ ]

図8 都市ガス使用量［ ｍ３ ］の経年変化 

都市ガスについては、平成 18年 3～8月に熱量変更が行われ、使用量は施設全体で 67.6％（約 68万ｍ３）

減尐しました。また温室効果ガスの排出量も、20％の削減になりました。（平成 18 年度に熱量変更が行わ

れた施設については、排出係数[kg-CO2 / m
3]も従来の 0.95から 2.32に変更しています。） 

市民メイン部門で大きく削減され、特に文化施設や学校の削減が目立ちました。 

今後もガスの適正な使用を心がける必要があります。 

（平成20年度の単年度評価） 

--- 目標(－7％) 

--- 基準年 

平成16年度比で平成18～22年度までの5年間の都市ガスの使用量を平均で ７％ 削減します。 

取組結果 → －６７．６％（平成 20年度）、－６０．１％（平成 18～20の 3年間平均） 
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（５）ＬＰＧ使用量 
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表10 ＬＰＧ使用量年度比較 

H16,20

H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 年度比[ % ]

職員メイン
部門

1,253 1,788 1,514 1,522 1,357 8.3 ×

市民メイン
部門

105,155 102,672 106,863 111,389 109,812 4.4 ×

事業部門 501 455 362 391 690 37.7

施設全体 106,909 104,915 108,739 113,302 111,859 4.6 ×

H20年度
評価

施　設
ＬＰＧ使用量 [ ｋｇ ]

ＬＰＧ使用量は、施設全体で4.6％（約5千ｋｇ）増加し、やや増加傾向にあります。 

特に使用量の多い学校での増加が目立ちます。こまめな火力の調整をはじめ効率のよいガスの使用に

ついて取り組みが必要です。 

図9 ＬＰＧ使用量［ ｋｇ ］の経年変化 

（平成20年度の単年度評価） 

--- 目標(－7％) 

--- 基準年 

平成16年度比で平成18～22年度までの5年間のＬＰＧの使用量を平均で ７％ 削減します。 

取組結果 → ４．６％（平成 20年度）、４．１％（平成 18～20の 3年間平均） 
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≪クールビズ・ウォームビズの取り組み≫ 

 酒田市役所では、「地球温暖化対策の推進に関する法律」の趣旨に沿って、「酒田市環境保全実行

計画」を作成し、その実行を図っています。その一環として、「クールビズ」「ウォームビズ」を本

庁舎や各総合支所等で実施しました。 

 本庁舎の取り組み結果は、実施前の平成 16年度と比べクールビズでは約 24トン、ウォームビズ

では約 10トン、合わせて約 34トンの二酸化炭素が削減されました。いずれも取り組みの効果がは

っきりと表れており、大きな成果がありました。 

 ・クールビズ 

  期  間：平成 20年 6月 1日～9月 30日 

  実施内容：冷房中の室温 28℃、軽装（ノーネクタイ・ノー上着）での勤務 

 ・ウォームビズ 

  期  間：平成 20年 11月 1日～平成 21年 3月 31日 

  実施内容：暖房中の室温 20℃、暖房に頼りすぎず働きやすく暖かい服装での勤務、 

不要な照明の消灯などの省エネ対策 

 

 

≪夏の日差しと熱をカット！  グリーンカーテンの取り組み≫ 

  平成 20年度は、ひらたタウンセンター1ヶ所 

のみの取り組みでしたが、平成 21年度は、小学校 

や保育園など 15の市の施設において、グリーン 

カーテンの取り組みを行いました。その結果、 

グリーンカーテンの内側では直尃日光による熱が 

遮られ、外側と比べて最大で 7℃前後温度が下がる 

ことがわかりました。 

  ブラインドやカーテンのある施設でも、適切に 

開閉することで、同様の効果が期待できます。 

 

 

≪冬の冷たいすきま風を遮断！≫ 

 

窓やドアの近くは、冷気が出入りするため、どうしても 

寒くなりがちです。冬になったらすきま風の入ってくると 

ころを塞いでみましょう。直接冷気が当たらなくなること 

で、寒さがかなり軽減されます。 
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（６）公用車のガソリン使用量 
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表11 公用車のガソリン使用量年度比較 

H16,20

H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 年度比[ % ]

職員メイン
部門

93,114 81,384 75,978 66,233 63,633 -31.7 ◎

市民メイン
部門

15,431 15,911 14,059 15,620 16,166 4.8 ×

事業部門 43,530 46,032 43,201 46,576 48,735 12.0

施設全体 152,075 143,327 133,238 128,429 128,534 -15.5 ◎

H20年度
評価

施　設
ガソリン使用量 [ L ]

図10 ガソリン使用量［ L ］の経年変化 

ガソリン使用量は、施設全体で 15.5％（約 2万Ｌ）減尐しました。 

本庁舎や各総合支所をはじめとする職員メイン部門で大きく削減されました。他の 2 つの部門について

は、建設部や健康福祉部など増加傾向にあります。 

今後ともエコドライブと安全運転を推進するとともに、燃費がよい車両への切り替えなどをして、低い

水準を維持していくことが大切です。 

（平成20年度の単年度評価） 

--- 目標(－5％) 

--- 基準年 

平成16年度比で平成 18～22年度までの 5年間の公用車のガソリンの使用量を平均で ５％ 削減します。 

取組結果 → －１５．５％（平成 20年度）、－１４．５％（平成 18～20の 3年間平均） 
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（７）公用車の軽油使用量 
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表12 公用車の軽油使用量年度比較 

H16,20

H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 年度比[ % ]

職員メイン
部門

81,598 73,727 90,329 85,134 70,549 -13.5 ◎

市民メイン
部門

66,357 40,160 33,568 35,040 34,394 -48.2 ◎

事業部門 36,422 71,706 18,066 17,834 13,013 -64.3

施設全体 184,377 185,593 141,963 138,008 117,956 -36.0 ◎

H20年度
評価

施　設
軽油使用量 [ L ]

図11 軽油使用量［ L ］の経年変化 

軽油使用量は、施設全体で 36.0％（約 7万Ｌ）減尐しました。 

全ての部門で削減され、特に福祉乗合バス、保育園、建設部の削減が目立ちました。 

軽油については、平成 19年度から家庭用廃食用油から BDFを生成し公用車の燃料に使用する取り組み

がはじまり、軽油の削減につながっています。 

（平成20年度の単年度評価） 

--- 目標(－5％) 

--- 基準年 

平成16年度比で平成 18～22年度までの 5年間の公用車の軽油の使用量を平均で ５％ 削減します。 

取組結果 → －３６．０％（平成 20年度）、－２８．１％（平成 18～20の 3年間平均） 
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≪バイオディーゼル燃料（ＢＤＦ）生成の取り組み≫ 

  地球温暖化防止とごみ減量の一層の推進を図るため、平成 19年 7月より一般家庭より廃食用油の

分別回収を開始し、それを原料にＢＤＦの生成を始めました。 

  平成20年度は21,736ＬのＢＤＦを生成し、ごみ収集車など市の公用車の燃料に利用することで、

軽油の使用量を抑えることができました。 

  ＢＤＦを燃やした際に排出される二酸化炭素は、 

もともと食用油に含まれていた植物が生長する際に 

吸収した二酸化炭素なので、地球温暖化には影響を 

与えません。 

また、軽油に比べて黒煙や硫黄酸化物の発生が尐 

なく、大気汚染の面からもクリーンなエネルギーで 

す。 

  さらにこれまで焼却処分していた廃食用油をリサ 

イクルしているため、ごみの減量にもつながっています。 

 

 

 

≪紙を大切に使いましょう！≫ 

①誤って打ち出してしまった用紙を貯めておく専用のケースを用意し、試し刷りなどに有効に活

用しましょう。 

 

 

 

 

 

 

②部署間の事務連絡には、使用済み封筒を使いましょう。 

※宛先を記入できるようにすれば、何度でも利用できます ⇒ 

 

 

③複数ページにわたる資料は、両面印刷にしましょう。 
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 このほか、温室効果ガスの排出量の算定には直接関わらないものの、間接的に排出量に影響す

るものとして、コピー用紙の使用量や水道使用量についても調査を行っています。 

  また、地球温暖化問題だけでなく、環境への負荷を低減させる取り組みとして、グリーン購入

の推進についても取り組んでいます。 

 

（８）市の施設のコピー用紙使用量 
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表13 コピー用紙使用量年度比較 

H16,20

H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 年度比[ % ]

職員メイン
部門

5,677,175 5,521,801 5,205,863 5,254,180 5,050,989 -11.0 ◎

市民メイン
部門

3,836,255 10,045,151 7,830,676 8,151,933 4,455,551 16.1 ×

事業部門 969,973 956,449 766,820 656,688 645,124 -33.5

施設全体 10,483,403 16,523,401 13,803,359 14,062,801 10,151,664 -3.2 ○

H20年度
評価

施　設
コピー用紙使用量 [ 枚 ]

図12 コピー用紙使用量［ 枚 ］の経年変化 

コピー用紙使用量（コピー機のカウンター数）は、施設全体で 3.2％（約 33万枚）減尐しました。 

特に本庁舎や各総合支所、建設部での削減が目立ちました。一方、市民メイン部門では、学校での増

加が目立ちました。 

（平成20年度の単年度評価） 

--- 目標(－5％) 

--- 基準年 

平成16年度比で平成18～22年度までの5年間のコピー用紙の使用量を平均で ５％ 削減します。 

取組結果 → －３．２％（平成 20年度）、２０．９％（平成 18～20の 3年間平均） 
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（９）市の施設の水道使用量 
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表14 水道使用量年度比較 

H16,20

H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 年度比[ % ]

職員メイン
部門

20,356 18,798 16,629 13,358 12,375 -39.2 ◎

市民メイン
部門

370,307 349,185 306,150 300,420 308,646 -16.7 ◎

事業部門 45,803 41,115 36,166 35,814 36,318 -20.7

施設全体 436,465 409,098 358,945 349,592 357,339 -18.1 ◎

H20年度
評価

施　設
水道使用量 [ ｍ３ ]

図13 水道使用量［ ｍ３ ］の経年変化 

水道使用量は、施設全体で 18.1％（約 8万ｍ３）減尐しました。 

全ての部門で削減され、特に本庁舎や学校、公園での削減が目立ちました。 

今後も施設利用者への節水の呼びかけなど、取り組みを推進していく必要があります。 

（平成20年度の単年度評価） 

--- 目標(－5％) 

--- 基準年 

平成16年度比で平成18～22年度までの5年間の水道使用量を平均で ５％ 削減します。 

取組結果 → －１８．１％（平成 20年度）、－１８．６％（平成 18～20の 3年間平均） 
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５  グリーン購入の評価基準 

◎ 目標を達成している。 

○ 目標は達成していないが、積極的にグリーン購入が行われた。 

× 目標から大きくかけ離れているので、特に努力が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紙類 印刷用紙（色無し） 100% 91.0% ○
印刷用紙（色有り） 100% 74.4% ○
トイレットペーパー 100% 93.2% ○

文具類 シャープペンシル 100% 94.2% ○
シャープペンシル替芯 100% 100.0% ◎
ボールペン 100% 95.0% ○
マーキングペン 100% 98.6% ○
鉛筆 100% 92.8% ○
スタンプ台・朱肉 100% 98.7% ○
印章セット 100% 50.9% ×
回転ゴム印 100% 100.0% ◎
定規 100% 100.0% ◎
消しゴム 100% 98.1% ○
ステープラー 100% 100.0% ◎
針リムーバー 100% 100.0% ◎
連射式クリップ（本体） 100% 100.0% ◎
修正テープ 100% 94.5% ○
修正液 100% 100.0% ◎
クラフトテープ 100% 78.4% ○
粘着テープ（布粘着） 100% 96.0% ○
両面粘着紙テープ 100% 98.1% ○
製本テープ 100% 100.0% ◎
ブックスタンド 50% 3.2% ×
ペンスタンド 100% 0.0% ×
クリップケース 50% 100.0% ◎
はさみ 100% 100.0% ◎
マグネット（玉） 100% 0.0% ×
マグネット（バー） 100% 100.0% ◎
テープカッター 100% 100.0% ◎
パンチ（手動） 100% 75.0% ○
紙めくりクリーム 100% 66.7% ×
ＯＡクリーナー 100% 100.0% ◎
ダストブロワ- 100% 98.3% ○
マウスパッド 100% 58.7% ×
カッターナイフ 100% 85.1% ○
カッティングマット 100% 100.0% ◎
デスクマット 100% 86.3% ○
墨汁 50% 50.0% ◎

評価分類 品目
平成20年度
調達目標

グリーン
購入率

表15‐① グリーン購入率（平成20年度） 
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※ 平成 20年 1月に発覚した紙類の古紙配合率偽装問題により、紙製品（コピー用紙）について

は正確な適合率が求められないため、平成 20年度の集計からは除外してあります。 

 

文具類 液状のり 100% 91.7% ○
（続き） スティックのり 100% 98.8% ○

ファイル 100% 98.4% ○
バインダー 100% 100.0% ◎
ファイリング用品 100% 97.5% ○
つづりひも 100% 97.6% ○
カードケース 100% 100.0% ◎
事務用封筒 100% 93.8% ○
ノート 100% 89.1% ○
タックラベル 100% 15.5% ×
インデックス 100% 93.8% ○
パンチラベル 100% 100.0% ◎
付せん紙 100% 94.0% ○
ホワイトボード用イレーサー 100% 100.0% ◎
名札（机上用） 100% 73.3% ○
名札（衣服取付型・首下げ型） 100% 81.9% ○

機器類 いす 100% 99.2% ○
机 100% 100.0% ◎
棚 80% 100.0% ◎
収納用什器 80% 0.0% ×
ローパーティション 80% 100.0% ◎
掲示板 80% 100.0% ◎
ホワイトボード 80% 69.2% ○

ＯＡ機器 パソコン 100% 100.0% ◎
プリンタ 100% 95.8% ○
スキャナ 100% 100.0% ◎

家電製品 冷蔵庫 100% 100.0% ◎
テレビ 100% 100.0% ◎

自動車 自動車 90% 87.5% ○
消火器 消火器 50% 100.0% ◎
制服 制服・作業着 50% 64.8% ◎

インテリア・寝装 カーテン 100% 25.0% ×
作業手袋 作業手袋 69.6%

印刷 印刷 90% 99.5% ◎

評価分類 品目
平成20年度
調達目標

グリーン
購入率

表15‐② グリーン購入率（平成20年度）つづき 
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表16 グリーン購入率経年変化（物品購入数ベース） 

平成 20年度調達目標を達成した品目は、目標

を設定している 10 分野 79 品目中、修正液等の

文具類 19 品目、パソコン、冷蔵庫など 11 品目

の計 30品目でした。全体としての成果は、紙類

の古紙配合率偽装問題により平成 19年度より尐

し低下しましたが、物品購入数ベースでは

86.2％(H19:97.6％)、また購入金額ベースでは

84.8％(H19:81.5％)のグリーン購入率となって

おります。紙類、インテリア・寝装は低下しま

したが、各職場に着実に浸透し、取り組みの成

果が表れました。 

目標に到達しなかった用品については、予算

の都合で安価なものを選択した、適合品では使

用目的にそぐわなかった、適合品がカタログに

無かった、以前から使用しているため規格の変

更ができない、などの理由が挙げられています。 

  グリーン購入については、その商品が法適合

品かどうかの表示義務が無いなど、制度上の課

題もありますが、今後とも、環境負荷の尐ない

持続的発展が可能な循環型社会の形成に向け、

できるだけ環境にやさしい製品を選んで購入し

ていく姿勢が大切です。 

図14 平成20年度グリーン購入率 
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表17 グリーン購入率経年変化（購入金額ベース） 

分野 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20

紙類 95.5% 97.9% 84.9%

文具類 96.0% 88.8% 93.9%

機器類 99.6% 97.8% 98.8%

ＯＡ機器 100.0% 96.1% 99.6%

家電製品 100.0% 100.0% 100.0%

自動車 100.0% 0.0% 87.5%

消火器 55.3% 33.7% 100.0%

制服 71.5% 60.6% 64.8%

インテリア・寝装 95.0% 90.6% 25.0%

作業手袋 98.3% 53.2% 69.6%

印刷 92.5% 100.0% 99.5%

合計 95.5% 97.6% 86.2%

分野 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20

紙類 95.3% 94.1% 84.1%

文具類 95.2% 90.7% 92.7%

機器類 99.0% 79.3% 99.8%

ＯＡ機器 100.0% 93.7% 100.0%

家電製品 100.0% 100.0% 100.0%

自動車 100.0% 0.0% 88.3%

消火器 50.9% 23.1% 100.0%

制服 61.8% 61.4% 74.6%

インテリア・寝装 97.5% 74.1% 49.7%

作業手袋 97.8% 69.8% 69.8%

印刷 64.2% 84.7% 64.0%

合計 80.4% 81.5% 84.8%



資料Ⅰ　酒田市環境保全実行計画対象施設一覧

１　職員メイン部門

本庁舎 中町庁舎 八幡総合支所 松山総合支所 平田総合支所

総務課 市史編さん室 職員課 管財課 税務課

納税課 企画調整課 まちづくり推進課 財政課 契約検査課

情報企画課 福祉課 子育て支援課 介護保険課 国保年金課

市民課 環境衛生課 環境衛生課関連施設 農政課 農林水産課

商工港湾課 観光物産課 八幡・地域振興課 八幡・市民福祉課 松山・地域振興課

松山・市民福祉課 平田・地域振興課 平田・市民福祉課 教育委員会・管理課 学校教育課

文化課 体育課 八幡教育振興室 松山教育振興室 平田教育振興室

会計課 監査委員事務局 選挙管理委員会事務局 農業委員会事務局 議会事務局

２　市民メイン部門

総務部

とびしま総合センター

企画調整部

交流ひろば

健康福祉部

身体障害者福祉センター 児童センター はまなし学園 浜田保育園 本楯保育園

松陵保育園 若浜保育園 若竹保育園 若宮保育園 升田児童館

八幡保育園 市条保育園 朝日園 ひばり園 みどり園

平田保育園 仁助新田保育園 樽橋保育園 市民健康センター 飛島診療所

松林荘 八幡保健センター 松山健康福祉センター 平田健康福祉センター 斎場（浜中）

斎場（飛島） 八幡斎場 やすらぎ霊園

農林水産部

庄内バイオ研修センター 北部農民センター 浜中農村研修センター まいづる荘 酒田農村環境改善センター

松山農村環境改善センター 平田農村環境改善センター 万里の松原 農林研修施設はつらつセンター ひらた農村コミュニティカレッジ

農村公園・広場施設

商工観光部

異業種交流プラザ 中央地下駐車場 船場町駐車場 勤労者福祉センター 福祉乗合バス等

大浜地区公衆便所 北港地区公衆便所 さかた海鮮市場 酒田夢の倶楽 浜中歓迎塔

駅前歓迎塔 広野歓迎塔 豊里歓迎塔 宮海海水浴場トイレ 浜中海水浴場トイレ

十里塚海水浴場トイレ 飛島海水浴場トイレ とびしまマリンプラザ 飛島テキ穴 飛島公衆トイレ

まつやま会館 湯の台鉱山坑水処理施設

教育委員会（文化）

希望ホール 資料館 旧鐙屋 旧白崎医院 城輪柵跡

南遊佐収蔵庫 阿部記念館 松山文化伝承館
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資料Ⅰ　酒田市環境保全実行計画対象施設一覧

２　市民メイン部門（つづき）

教育委員会（体育）

野球場 陸上競技場 光ヶ丘球技場 光ヶ丘プール 光ヶ丘テニスコート

武道館 光ヶ丘多目的グラウンド 市営体育館 亀ヶ崎記念会館 南体育館

親子スポーツ会館 勤労者体育センター 八幡体育館 松山体育館 平田体育館

国体記念体育館 国体記念テニスコート 南遊佐グラウンドゴルフ場 北テニスコート 平田Ｂ＆Ｇ海洋センター

ヨットカヌー場（平田）

教育委員会（生涯学習）

総合文化センター 清亀園 西荒瀬公民館 新堀公民館 広野公民館

浜中公民館 黒森公民館 十坂公民館 東平田公民館 中平田公民館

北平田公民館 上田公民館 本楯公民館 南遊佐公民館 一條公民館

大沢公民館 日向公民館 南部公民館 山寺公民館 松嶺公民館

内郷公民館 八幡中央公民館 眺海の森天体観測館 中央図書館 光丘文庫

ひらた図書センター 中央図書館八幡分館 中央図書館松山分館

教育委員会（学校）

琢成小学校 浜田小学校 若浜小学校 富士見小学校 亀城小学校

松原小学校 港南小学校 松陵小学校 泉小学校 西荒瀬小学校

新堀小学校 広野小学校 浜中小学校 黒森小学校 十坂小学校

宮野浦小学校 東平田小学校 中平田小学校 北平田小学校 鳥海小学校

南遊佐小学校 一條小学校 八幡小学校 大沢小学校 日向小学校

地見興屋小学校 松山小学校 内郷小学校 田沢小学校 南平田小学校

第一中学校 第二中学校 第三中学校 第四中学校 第五中学校

第六中学校 平田中学校 鳥海中学校 八幡中学校 松山中学校

飛鳥中学校 中央高等学校

病院

八幡病院

３　事業部門

定期航路事務所 建築課 公営住宅関係 都市計画課 都市公園関係

土木課 京田一丁目ポンプ場 袖浦排水機場 防災保安施設 スノーステーション

下水道課 酒田市ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ 八幡・建設産業課 松山・建設産業課 平田・建設産業課

松山浄化センター 農業集落排水処理施設 柏谷沢地区簡易排水施設 水道部管理課 水道部浄水課

４　計画の対象ではないが、同様の取り組みをお願いする施設

酒田地区広域行政組合
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